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▲成生地区では、小正月の頃に、子ども、青
壮年及び高齢者が一堂に集い、だんごさし
や縄ないなどの伝統文化を体験し、世代間
の交流を行っています。
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市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、12月８日・９日の２
日間の日程で、９人の議員が行いました。
　高齢者福祉政策をはじめ、児童生徒の基礎学力
の向上、選挙権年齢の18歳以上への引下げ等につ
いて、市長や教育長等の見解を求めました。
※議員の原稿をそのまま掲載しています。

１2 月 定 例 会
　平成27年度第５回市議会定例会（12月定
例会）は、12月４日から12月18日までの15
日間の会期で開かれました。
　市長提出の議案３件については初日の本
会議で採決が行われました。そのほか、平
成27年度一般会計補正予算をはじめとす
る予算議案８件及び条例議案等13件につい
ては、予算特別委員会及び所管常任委員会
に付託され、最終日の本会議で採決が行わ
れました。
　また、12月18日に予算議案１件が提出さ
れ採決が行われました。
（採決結果は９ページに掲載してあります。）

月　日 内　　　容

12.４(金) 本会議（会期の決定、提案理由の説明、予
　　　　算特別委員会の設置など）

12.８(火)
12.９(水) 本会議（市政に対する一般質問）

12.10(木) 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

12.11(金) 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

12.14(月) 予算特別委員会（付託案件の審査）

12.15(火) 予算特別委員会（討論、表決）

12.18(金) 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

審　議　日　程

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

笹
原
隆
義 

議
員

＊
高
齢
者
福
祉
政
策
の
充
実
に

つ
い
て

＊
具
体
的
な
空
き
家
対
策
に
つ

い
て

＊
市
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

三
宅
和
広 
議
員

＊
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
向

上
に
つ
い
て

＊
若
者
の
地
元
就
職
や
Ｕ
タ
ー

ン
を
促
す
た
め
の
意
識
改
革

に
つ
い
て

佐
藤
俊
弥 

議
員

＊
第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
の

将
来
目
標
人
口
に
つ
い
て

結
城
義
巳 

議
員

＊「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
に

つ
い
て
国
の
「
本
気
度
」
と

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の

実
現
性
に
疑
問

＊
中
・
長
期
に
わ
た
る
、
東
北

と
い
う
、
広
域
的
な
魅
力
の

あ
る
繁
栄
に
つ
い
て

松
田
光
也 

議
員

＊
１８
歳
選
挙
権
に
お
け
る
本
市

の
対
応
に
つ
い
て

＊
青
少
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

に
つ
い
て

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
症
に

つ
い
て

狩
野
佳
和 

議
員

＊
市
長
の
３
期
目
の
出
馬
に
つ

い
て

＊
市
立
中
学
校
に
通
う
生
徒
の

死
亡
事
案
に
つ
い
て

赤
塚
幸
一
郎 

議
員

＊
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
に
つ
い
て

＊
ふ
れ
あ
い
荘
・
か
ま
た
荘
の

管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
と

対
応
に
つ
い
て

＊
保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊
障
が
い
児
教
育
の
前
進
の
た

め
に

＊
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
策

に
つ
い
て

＊
市
が
所
有
す
る
財
産
の
適
正

管
理
に
つ
い
て

★
清
新
会

★
政
和
会

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団
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市
が
主
体
と
な
り

介
護
事
業
者
を
積
極

的
に
誘
致
し
、
介
護

従
事
者
の
育
成
も
含

め
た
人
員
確
保
に
協

力
す
る
な
ど
、
先
を

見
据
え
た
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
る
。
高
齢
者
福
祉
政
策
を
進
め

る
に
当
た
り
、
介
護
従
事
者
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
計
画
に

盛
り
込
ん
で
取
り
組
む
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

山
本
市
長　
本
市
と
し
て
も
、
介

護
職
員
へ
の
研
修
案
内
や
情
報
提

供
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も

に
、
国
や
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
介
護
事
業
者
に
対
す
る
支
援

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
近
隣
の
市
町
と
連
携
し
て
取
り

組
む
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
で
は
少
子
化
に
よ
る
介
護
保
険

事
業
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
当
面
は
国
や
県
の
人

材
確
保
施
策
へ
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
意
見
交
換
な
ど
を
通
し

て
近
隣
市
町
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
我
が
国
の
生
産
年
齢
人

口
が
減
少
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　

現
在
、
子
ど
も
の
貧
困
率
は

16
・
３
㌫
、
６
人
に
１
人
が
貧
困

状
態
に
あ
る
。
貧
困
は
親
子
間
で

引
き
継
が
れ
る
割
合
が
高
く
、
貧

困
の
世
代
間
連
鎖
を
断
ち
切
る
た

め
に
は
、
貧
困
に
よ
る
教
育
の
格

差
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
は

将
来
に
向
け
た
投
資
に
な
る
。
学

習
習
慣
を
身
に
つ
け
基
礎
学
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
学
習
塾
講

師
や
退
職
教
員
、
大
学
生
を
講
師

と
し
て
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生

を
対
象
に
し
た
学
習
教
室
を
市
内

各
所
で
開
講
し
て
は
ど
う
か
。
教

育
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
日
新
製
薬
教
育

振
興
基
金
を
活
用
し
た
、
活
力
あ

る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
地
域
の
協
力
に
よ
り
本

市
の
教
育
を
一
層
推
進
す
る
地
域

人
材
活
用
に
よ
る
学
力
向
上
事
業

を
来
年
度
か
ら
試
行
し
、
実
証
的

検
証
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
学

習
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
学
力
向
上
事
業
に

限
ら
ず
様
々
な
面
で
子

ど
も
た
ち
の
学
習
習
慣

を
育
て
て
い
き
た
い
。

国
で
は
外
国
人
実
習
生
の
導
入
も

視
野
に
入
れ
た
動
き
が
盛
ん
に
進

ん
で
い
る
が
、
市
で
も
介
護
や
医

療
の
分
野
で
の
実
習
生
の
受
け
入

れ
を
検
討
し
、
彼
ら
へ
の
支
援
を

含
め
た
対
応
策
を
議
論
す
る
こ
と

も
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
現
時
点
で
は
受
け
入

れ
に
対
す
る
支
援
な
ど
の
対
応
策

は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
今
後
と

も
国
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
適
切
に
対
応
す
る
。

　
介
護
の
魅
力
を
若
い
世
代
に
ど

う
伝
え
て
い
く
か
、
職
場
体
験
な

ど
行
政
と
し
て
も
よ
り
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
子
ど
も
の
頃
か
ら
そ

う
い
う
状
況
を
作
り
出
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
十
分
検
討

し
て
い
く
。

　
若
者
に
天
童
市
が
期
待
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
経
済
状
況
が
厳
し
い

家
庭
の
生
徒
に
給
付
型
の
奨
学
金

を
支
給
し
た
り
、
大
学
卒
業
後
に

天
童
に
住
み
就
職
し
た
者
に
対
し

て
、
奨
学
金
返
還
の
た
め
の
給
付

金
を
支
給
す
る
よ
う
な
制
度
を
作

っ
て
は
ど
う
か
。
地
元
企
業
に
就

職
す
る
若
者
が
増
え
人
口
減
少
問

題
の
解
決
の
一
助
に
な
る
と
思
う

が
、
教
育
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
来
年
度
か
ら
、

県
と
市
町
村
等
が
連
携
し
て
基
金

を
設
置
し
て
大
学
生
等
を
支
援
す

る
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
本

市
へ
の
若
者
の
就
職
・
定
着
促
進

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

若
者
の
地
元
就
職
を

促
す
た
め
に

介護福祉の質と量の確保を

貧困による教育格差をなくすために

▲介護福祉の現場

笹　原　隆　義　議員

三　宅　和　広　議員

▲平成25年国民生活基礎調査を基に作成
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10
月
に
策
定
さ
れ

た
県
の
や
ま
が
た
創

生
総
合
戦
略
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
45

年
後
に
お
け
る
本
県

の
人
口
は
79
万
人
ま

で
減
少
す
る
と
の
推
計
が
出
さ
れ

た
。
人
口
は
自
治
体
経
営
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
第

六
次
総
合
計
画
で
は
、
平
成
28
年

に
６
万
４
０
０
０
人
を
目
標
と
し

て
い
る
が
、
現
在
６
万
２
０
０
０

人
強
で
推
移
し
て
い
る
。
市
長
は

ど
う
捉
え
、
ま
た
今
後
の
本
市
の

人
口
予
測
を
ど
う
考
え
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
の
人
口
に
つ
い

て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
や
工
業
団
地
の
整
備
、
子
育
て

支
援
の
充
実
等
に
よ
り
、
転
入
者

が
転
出
者
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
展
し
、
日
本
全
体
が
人
口
減

少
の
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
本
市

で
は
、
天
童
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
妊
娠
期
・
子
育
て
期

の
世
代
へ
の
支
援
策
や
安
定
的
な

収
入
を
得
る
た
め
の
働
く
場
所
の

確
保
等
、
定
住
人
口
の
増
加
に
向

　
小
泉
内
閣
の
「
三
位
一
体
の
改

革
」
も
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施

行
も
地
方
の
た
め
の
改
革
に
な
っ

て
い
な
い
。
近
年
の
国
の
経
過
か

ら
考
え
る
と
、「
地
方
創
生
に
本

気
な
の
か
」
と
い
う
疑
念
が
あ
る
。

市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

山
本
市
長　
三
位
一
体
の
改
革
と

地
方
分
権
一
括
法
の
目
的
は
、
地

方
財
政
基
盤
を
確
立
し
真
の
分
権

型
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
だ
っ
た

が
、
税
源
移
譲
は
不
十
分
で
、
地

方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る

な
ど
地
方
自
治
体
が
期
待
す
る
よ

う
な
自
立
性
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
地
方
創
生
総
合
戦
略
は
、
我
が

国
の
人
口
減
少
問
題
に
対
し
、
国

と
地
方
が
共
通
の
認
識
に
立
ち
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
の
優
れ
た
資
源

に
磨
き
を
か
け
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
若
者
を
呼
び
込
み

た
い
。
ま
た
、
雇
用
創
出
の
た
め
、

天
童
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
早
期

完
成
を
図
り
企
業
誘
致

に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

　
戊
辰
戦
争
の
敗
北
は
、

け
た
施
策
を
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
県
内
外
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
本
市
の
魅

力
を
満
喫
で
き
る
プ
ラ
ン
の
作
成

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
そ
の
中
に
は
、
地
産
地
消
に
こ

だ
わ
っ
た
食
べ
物
の
試
食
や
返
礼

品
の
制
作
現
場
の
視
察
、
天
童
高

原
か
ら
眺
め
る
景
観
等
、
文
化
や

遺
跡
も
含
め
総
合
案
内
人
が
お
供

し
説
明
す
る
。

　
ま
た
、
特
別
席
を
用
意
し
た
人

間
将
棋
の
観
覧
や
平
成
鍋
合
戦
へ

の
招
待
等
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
ふ
る
さ
と
納
税
は
大

変
順
調
に
経
過
し
て
い
る
。
天
童

の
特
長
を
十
分
に
捉
え
た
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
魅
力
溢
れ
る
ア
イ
デ
ア

と
事
業
内
容
を
ぜ
ひ
お
待
ち
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
同
時
に
私
ど

も
の
担
当
部
署
に
十
分
に
検
証
す

る
よ
う
に
指
示
し
て
い
き
た
い
。

奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
結
束
が
崩
壊

し
た
た
め
と
言
わ
れ
る
。
昭
和
56

年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
た
東
北
地

区
公
民
館
大
会
で
、
阿
部
金
蔵
元

天
童
市
長
は
「
中
央
と
地
方
の
政

治
に
格
差
が
出
て
い
る
。
今
こ
そ
、

東
北
は
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
る
べ

き
で
あ
る
。」
と
熱
弁
を
振
る
っ

て
い
る
。
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
ま
た
、
東
北
の
発
展
に
は
各
県

に
国
の
重
要
な
機
関
が
必
要
だ
。

山
形
に
は
、
が
ん
治
療
等
に
関
係

す
る
機
関
を
誘
致
し
、
高
級
官
僚

や
大
臣
が
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

鉄
道
、
道
路
、
空
路
の
す
べ
て
が

整
備
さ
れ
る
。
実
現
す
れ
ば
、
首

都
圏
か
ら
優
良
企
業
を
誘
致
で
き
、

若
者
の
人
口
も
増
え
、
活
気
の
あ

る
ま
ち
に
な
る
。
市
長
は
ど
う
考

え
る
か
。

山
本
市
長　
真
の
地
方
創
生
は
一

自
治
体
の
み
で
達
成
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
他
自
治
体
と
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
地
域
に
活
力
を
生

み
出
し
、
東
北
全
体
の
活
力
の
底

上
げ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
国
の
２
機
関
の
本
県
へ
の
移

転
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
移
転

が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

し
い
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

中
・
長
期
に
わ
た
る
、

東
北
の
繁
栄
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

で
交
流
人
口
の
拡
大
を

本市の目標人口について

地方創生総合戦略、国の本気度に疑問

佐　藤　俊　弥　議員

結　城　義　巳　議員
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選
挙
権
年
齢
を
こ

れ
ま
で
の
20
歳
以
上

か
ら
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
る
改
正
公
職

選
挙
法
が
可
決
成
立

し
、
平
成
28
年
夏
の

参
議
院
選
か
ら
18
歳
以
上
の
若
者

が
選
挙
権
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

18
歳
の
年
齢
は
ほ
と
ん
ど
が
高
校

生
で
あ
り
、
今
後
の
政
治
教
育
や

選
挙
に
関
す
る
主
権
者
教
育
を
ど

の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
の
か
伺

い
た
い
。

秋
葉
選
挙
管
理
委
員
長　
全
国
で

約
２
４
０
万
人
、
本
市
で
は
約
１

２
０
０
人
が
新
し
く
有
権
者
に
な

る
。
若
者
が
投
票
を
通
し
て
国
づ

く
り
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
参
加

す
る
道
が
開
か
れ
た
と
い
う
意
味

で
、
大
変
意
義
深
い
。
多
く
の
若

者
が
投
票
に
参
加
す
る
よ
う
、
高

校
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
く
。
高
校
生
の
指
導
に
当
た
っ

て
は
、
高
校
に
お
い
て
教
育
基
本

法
に
基
づ
き
、
政
治
参
加
意
識
の

醸
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
常
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
触

　
学
校
の
設
置
者
と
し
て
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
責
任
を
と
る
の
か
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
死
亡
見
舞

金
を
請
求
し
た
が
、
そ
れ
と
は
別

に
、
独
自
に
見
舞
金
を
支
払
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
予
定
は
あ
る
の

か
。

山
本
市
長　
こ
の
よ
う
な
事
態
が

二
度
と
生
じ
な
い
よ
う
、
教
育
委

員
会
と
共
に
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
策
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
で
責
任
を
果
た

し
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
見
舞

金
に
つ
い
て
は
御
遺
族
に
関
係
す

る
こ
と
な
の
で
答
弁
は
控
え
た
い
。

　
事
案
当
日
１
月
７
日
の
午
後
５

時
「
不
登
校
な
ど
の
事
実
は
な
く
、

い
じ
め
調
査
で
も
問
題
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。」
と
記
者
会
見
を

し
た
。
そ
の
後
１
月
15
日
に
も

「
い
じ
め
が
あ
っ
た
か
は
分
か
ら

な
い
。」「
先
生
や
生
徒
か
ら
そ
う

し
た
話
は
出
て
い
な
い
。」
と
記

者
会
見
し
た
。
し
か
し
、
報
告
書

で
は
主
た
る
原
因
は
い

じ
め
に
よ
る
も
の
と
判

断
さ
れ
、
記
者
会
見
の

内
容
を
覆
す
こ
と
に
な

っ
た
。
学
校
側
と
教
育

委
員
会
の
責
任
は
重
大

れ
て
い
な
い
と
不
安
で
イ
ラ
イ
ラ

し
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
状
態

と
な
る
ネ
ッ
ト
依
存
症
が
増
加
し

て
い
る
。
平
成
25
年
の
厚
生
労
働

省
の
調
査
で
は
、
中
学
生
は
６
㌫
、

高
校
生
は
９
・
４
㌫
で
人
数
は
推

計
51
万
８
０
０
０
人
と
な
っ
て
い

る
。
依
存
症
が
ひ
ど
く
な
る
と
、

専
門
医
の
治
療
が
必
要
と
な
る
。

本
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
症

の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

山
本
市
長　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、

依
存
症
が
社
会
問
題
化
さ
れ
、
特

に
中
高
生
を
中
心
に
、
長
時
間
の

使
用
に
よ
る
睡
眠
障
害
や
、
昼
夜

逆
転
か
ら
不
登
校
に
発
展
す
る
事

例
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本

市
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
適
切
な
利
用
や
依

存
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
児
童
、

生
徒
を
始

め
、
保
護

者
、
地
域

住
民
に
対

し
、
知
識

の
普
及
啓

発
を
図
っ

て
い
く
。

で
あ
る
。
教
育
委
員
会
の
ト
ッ
プ

の
教
育
長
は
、
ど
の
よ
う
に
責
任

を
と
る
の
か
。
こ
こ
は
、
教
育
長

と
し
て
区
切
り
を
つ
け
る
べ
き
で

あ
る
。
任
期
途
中
で
身
を
引
き
、

退
職
金
も
辞
退
し
、
見
舞
金
と
し

て
支
払
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
事
案
発
生
直
後

の
記
者
会
見
時
は
、
事
実
確
認
を

行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
い
じ

め
の
事
実
を
偽
っ
た
も
の
で
は
な

い
。

　
現
在
は
、
関
係
生
徒
等
へ
の
指

導
、
教
職
員
の
研
修
会
、
地
域
全

体
で
の
い
じ
め
防
止
対
策
の
推
進

等
再
発
防
止
に
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
出
来

事
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
し
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
、
私
の
責
任
の
と
り
方

と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
依
存
症
の
現
状
は

１８歳以上の主権者意識と対応は

いじめが主原因で死亡した
中学生への責任のとり方は

松　田　光　也　議員

狩　野　佳　和　議員

▲投票所の風景
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今
後
の
高
齢
化
社

会
の
進
展
に
対
応
し

た
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

観
点
か
ら
、
現
在
運

行
し
て
い
る
予
約
制

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
課

題
と
そ
の
改
善
に
向
け
て
質
問
す

る
。

　
現
状
の
課
題
は
一
つ
「
利
用
者

が
極
端
に
少
な
い
」
こ
と
。
年
間

の
延
べ
利
用
回
数
が
５
６
６
４
回

で
１
回
当
た
り
の
費
用
が
２
６
５

０
円
と
な
り
、
利
用
者
と
い
う
観

点
で
見
れ
ば
１
１
７
２
名
の
登
録

者
の
中
の
わ
ず
か
２
７
２
名
に
す

ぎ
な
い
。
１
５
０
０
万
円
の
委
託

費
用
を
割
れ
ば
１
人
当
た
り
５
万

５
０
０
０
円
掛
か
っ
て
い
る
。
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
面
と
合
わ
せ
、
費

用
対
効
果
の
面
か
ら
も
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
。

　
利
用
拡
大
に
繋
が
ら
な
い
原
因

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
利
用
者
の
意
見
と
し
て
、
電

話
で
の
予
約
が
面
倒
、
停
留
所
へ

の
移
動
や
待
ち
時
間
の
調
整
が
困

難
な
ど
、
利
用
者
側
の
視
点
に
な

っ
て
い
な
い
。

　
そ
ん
な
課
題
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
、
一
般
に
利
用
可
能
な
タ

ク
シ
ー
利
用
の
補
助
と
い
う
方
法

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
筋
合
意
は
、
史

上
最
悪
の
農
林
水
産
物
輸
入
自
由

化
を
約
束
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
食
料
自
給
率
の
一
層
の

低
下
と
地
域
経
済
の
衰
退
に
繋
が

る
も
の
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し

て
キ
ッ
パ
リ
反
対
し
、
国
に
交
渉

案
の
撤
回
と
交
渉
か
ら
の
撤
退
を

求
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
大
筋
合
意
で
は
、
重

要
５
品
目
の
関
税
撤
廃
は
回
避
さ

れ
た
も
の
の
、
米
の
輸
入
枠
の
拡

大
、
牛
肉
・
豚
肉
の
関
税
の
大
幅

な
引
下
げ
、
さ
ら
に
は
、
本
市
の

重
要
品
目
で
あ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
等
の
関
税
が
撤

廃
さ
れ
る
等
、
本
市
農
業
へ
の
影

響
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
政
府
は
１１
月
25
日
、
総
合
的
な

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
を
策
定
し
、

農
林
水
産
省
に
お
い
て
も
、
農
林

水
産
分
野
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策

を
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
農

業
者
の
懸
念
と
不
安
を

払
拭
し
、
重
要
５
品
目

の
経
営
安
定
対
策
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
体

質
強
化
を
図
り
、
夢
と

希
望
の
持
て
る
農
政
新

も
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
所

見
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
こ
の
運
行
制
度
を
開

始
し
て
５
年
、
必
要
な
交
通
手
段

と
し
て
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
お
り
、

費
用
対
効
果
の
面
で
も
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
新
た
な
運

行
形
態
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
を

考
慮
し
て
戸
口
か
ら
戸
口
へ
の
区

域
拡
大
や
予
約
な
し
運
行
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
補
助
制
度
へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
、
対
策
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
利
用

者
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
課
題
も

あ
り
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
の
交

通
手
段
や
公
共
交
通
の
あ
り
方
も

含
め
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

時
代
を
創
造
す
る
と
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
農
業
の
持
続
的

な
発
展
に
向
け
て
、
県
と
歩
調
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
国
に
対
し
て
必

要
な
施
策
を
要
望
す
る
と
と
も
に

本
市
の
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
保
育
料
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

年
少
扶
養
控
除
の
激
変
緩
和
の
た

め
に
、
み
な
し
適
用
さ
れ
て
き
た

が
、
年
少
扶
養
控
除
に
替
わ
る
減

免
措
置
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
認
可
保
育
所
の
保
育

料
算
定
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め

た
新
た
な
階
層
区
分
が
、
旧
制
度

の
年
少
扶
養
控
除
分
も
考
慮
し
た

階
層
区
分
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
で
は
こ
れ
を
も
と
に
、

旧
制
度
に
お
け
る
年
少
扶
養
控
除

分
を
加
味
し
た
保
育
料
と
同
程
度

に
な
る
よ
う
保
育
料
を
設
定
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
保
育
料
は
国
の

基
準
を
下
回
っ
て
設
定
し
て
お
り
、

年
少
扶
養
控
除
に
替
わ
る
減
免
措

置
は
考
え
て
い
な
い
。

保
育
料
の

軽
減
に
つ
い
て

予約制乗合タクシー運行事業の改善を

ＴＰＰ交渉大筋合意での対応は

▲予約制乗合タクシー「ドモス」

赤　塚　幸一郎　議員

石　垣　昭　一　議員
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文
部
科
学
省
の
資

料
に
よ
る
と
、
義
務

教
育
の
児
童
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、

小
・
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
は
２
・
１
倍
に
、
通

級
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒

は
２
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
る
と

い
う
。
本
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
障
が
い
に
適
応
し
た
教
育
を
実

施
す
る
上
で
、
特
別
支
援
教
育
の

専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
研
修
や
施

設
整
備
は
十
分
か
伺
い
た
い
。
市

で
は
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
支
援
員

を
配
置
し
て
い
る
が
、
現
状
か
ら

も
う
少
し
増
や
す
考
え
は
な
い

か
。

水
戸
部
教
育
長　
本
市
か
ら
各
特

別
支
援
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

童
生
徒
数
は
35
名
で
、市
内
の
小・

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
は
93

名
在
籍
し
て
い
る
。
言
語
の
通
級

が
93
名
で
、
学
習
障
が
い
、
注
意

多
動
性
の
通
級
が
１5
名
お
り
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特

別
支
援
学
級
の
定
員
を
３
名
か
ら

４
名
に
な
る
よ
う
県
に
要
望
し
て

い
る
。

　
本
市
で
は
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
等
を
通
し

て
、
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
に

努
め
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
環
境
整
備

に
努
め
て
い
る
。

　
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
支
援
員
に

つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
も
増
員
の

要
望
が
あ
り
、
学
校
の
実
態
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
市
が
所
有
す
る
財
産
で
活
用
さ

れ
て
い
な
い
物
件
の
管
理
状
況
と

今
後
の
対
応
を
伺
い
た
い
。
鍬
ノ

町
の
保
留
地
、
旧
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
跡
地
な
ど
土
地
の
処
分
は
。

ま
た
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い

建
物
の
管
理
状
況
と
今
後
の
対
応

は
。

山
本
市
長　
市
の
所
有
で
利
活
用

さ
れ
て
い
な
い
土
地
は
１８
件
で
、

１
万
２
７
３
６
平
方
㍍
。
道
路
事

業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
残
地

で
、
処
分
が
難
し
い
も
の
が
多
い

が
、
消
毒
や
除
草
を
行
っ
て
い
る
。

処
分
可
能
な
物
件
は
６
件
で
公
売

に
よ
る
売
却
に
努
め
る
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
適
切
な
対
応

策
を
考
え
る
。
建
物
に
つ
い
て
も

適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

財
産
の
適
正
管
理
を

障がい児教育の前進のために
伊　藤　和　子　議員

議会のうごき
■11月
　1日　天童ラ・フランスマラソン20１5
　2日　経済建設常任委員会研修会・懇談会
　4日　福岡県福津市議会視察来童
　4日　総務教育常任委員会研修会
　5日　福井県大野市議会視察来童
　5日　総務教育常任委員会研修会・懇談会
　5日～6日　ラ・フランストップセールス（大阪／議長・市長）
　6日　宮城県富谷町議会視察来童
　6日　環境福祉常任委員会研修会・懇談会
　１１日　神奈川県大和市議会視察来童
　１2日　岩手県二戸市議会視察来童
　１2日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　新任議員研修
　１3日　山形県市議会議長会議会報研修会（上山市／広報委員

会委員）
　１6日　市議会議員と市内学童保育関係者との懇談会
　１7日～１８日　山形県市議会議長会総会（寒河江市／議長・副

議長・局長）
　１８日　佐賀県唐津市議会視察来童
　１８日　各派連絡会議
　１9日　市長要請総務教育常任委員会（消防体制の充実につい

て外）
　20日　議会運営委員会（議会報告・意見交換会について）
　20日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会 議会運営委員会
　24日　広報委員会
　25日　三市二町正副議長懇談会（山形市）
　27日　各派代表者会（期末手当について）
　27日　議会運営委員会
　30日　平成27年度田井橋再架促進期成同盟会総会（河北町）

　30日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会 全員協議会・
定例会

　30日　県知事及び県議会議長への山形県市議会議長会要望運
動（山形県庁／議長・局長）

■12月
　2日　経済建設常任委員会所管現場視察（天童高原キャンプ

場、市内耕作放棄地）
　4日～１８日　第5回市議会定例会
　4日　広報委員会
　１0日　総務教育常任委員会所管事務調査（市学校給食センター）
　１7日　議会運営委員会
　１８日　広報委員会
　22日　栃木県小山市議会視察来童
■1月
　4日　新春賀詞交歓会
　6日　広報委員会
　１3日　広報委員会
　１4日　市長要請総務教育常任委員会（ふるさと納税の現況に

ついて外）
　１9日～2１日　 政和会先進地視察（久留米市、下関市、萩市）
　20日～22日　 清新会先進地視察（北名古屋市、東海市、御殿

場市）
　25日　議会運営委員会、第6回市議会臨時会
　25日　市長要請全員協議会（天童市まち・ひと・しごと創生

総合戦略（素案）及び天童市まち・ひと・しごと創生
人口ビジョン（案）について）

　2８日　 村山市議会との議員懇談会（村山市／議長、副議長、
議会運営委員長外）

　29日　 東根市議会との議員懇談会（議長、副議長、議会運営
委員長外）
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予算特別委員会
平成27年度一般会計補正予算

1億5618万7000円を
増額補正

　
12
月
４
日
の
本
会
議
に
一
般
会
計
を
含
む
計
８
会
計
の
補
正
予
算
が

上
程
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議

に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
18
日
の
本
会
議
に
一
般
会
計
１
２
１
９
万
４
０
０
０
円

を
追
加
す
る
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に

要
す
る
経
費
の
報
償
品
費
３
億
１

５
３
６
万
円
の
内
訳
は
。

市
長
公
室
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の

申
込
み
が
好
調
で
、
20
億
円
に
達

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
回
の
補

正
の
内
容
は
、
今
後
、
５
万
件
の

寄
附
金
収
入
に
相
当
す
る
経
費
で
、

主
に
お
礼
の
品
と
し
て
お
届
け
す

る
特
産
品
や
事
務
用
品
に
係
る
経

費
で
あ
る
。

委
員　
選
挙
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

委
託
料
の
内
訳
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　
来

年
７
月
に
予
定
さ
れ
る
参
院
選
か

ら
適
用
さ
れ
る
選
挙
権
年
齢
が
１８

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

う
電
算
機
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
委

託
す
る
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で

に
現
時
点
で
の
１８
、
１9
歳
の
市
内

人
口
は
１
１
８
３
人
で
あ
る
が
、

高
校
生
を
対
象
に
し
た
出
前
講
座

や
模
擬
投
票
な
ど
の
選
挙
啓
発
活

動
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

委
員　
相
互
交
流
経
費
が
80
万
円

増
額
で
１
４
０
万
円
と
な
る
が
、

そ
の
使
途
、
財
源
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　
マ
ー
ル
ボ
ロ
ウ

青
少
年
大
使
派
遣
と
し
て
中
学
生

４
名
を
予
定
し
て
お
り
、
交
通
費

や
宿
泊
費
等
に
係
る
自
己
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
１
人
当
た
り
35

万
円
を
限
度
に
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
財
源
の
内
容
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
か
ら
50
万
円
、
日
新
製

薬
教
育
振
興
基
金
か
ら
90
万
円
で

合
計
１
４
０
万
円
を
予
定
し
て
い

る
。

委
員　
事
業
費
補
助
金
約
１
３
０

０
万
円
の
内
訳
は
。

農
林
課
長　
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
活
用

し
た
商
品
の
生
産
、
開
発
、
加
工
、

販
売
と
し
て
、
直
売
所
、
飲
食
店

舗
、
作
業
所
の
設
備
投
資
へ
の
支

援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

委
員　
芳
賀
土
地
区
画
整
理
に
要

す
る
経
費
と
芳
賀
地
区
の
整
備
に

要
す
る
経
費
が
大
幅
に
減
額
と
な

る
が
、
そ
の
理
由
と
減
額
後
の
事

業
の
見
通
し
は
。

都
市
計
画
課
長　
い
ず
れ
も
国
の

補
助
金
の
内
示
額
が
、
要
望
額
を

大
幅
に
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
事

業
の
見
直
し
に
伴
う
減
額
補
正
で

あ
る
。
内
示
に
よ
り
実
施
で
き
な

い
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
2８
年

度
に
追
加
し
て
補
助
金
を
要
望
し
、

当
初
事
業
と
併
せ
て
実
施
し
、
工

事
完
了
は
平
成
29
年
度
に
な
る
。

好
調
の
ふ
る
さ
と
納
税

青
少
年
大
使
の

相
互
交
流
経
費
増
額

元
気
な
６
次
産
業
化

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

芳
賀
地
区
整
備
事
業

18
歳
か
ら
の
選
挙
権
年
齢

実
施
に
向
け
て

◆主な内容　　　　　　　 （単位：千円）
ふるさと納税の推進に要する経費 3８6,597
住民税システム改修業務委託料 4,536
選挙システム改修業務委託料 2,4８4
老人福祉施設の整備支援に要する経費 2,700
未熟児養育医療に要する経費 2,１24
生活保護等の事務に要する経費 ８,023
天童市民病院事業会計負担金 １4,43１
農業振興一般に要する経費 20,9８5
果樹の振興に要する経費 7,456
観光誘客に要する経費 5,000
天童高原施設の管理運営に要する経費 △27,000
地方道路の新設改良に要する経費 △9,000
芳賀土地区画整理に要する経費 △9,436
公園の管理に要する経費 △75,309
天童古城地区の整備に要する経費 △30,927
芳賀地区の整備に要する経費 △１72,232
灯油購入費助成事業費補助金 １2,１94

一般会計補正予算（第5号
及び第6号）のあらまし

補 正 額　　　1億5618万7000円
予算総額　　261億95３2万5000円

予算特別委員会
正副委員長を互選

　１2月4日に開催された予算特別委
員会において、委員長及び副委員長
が互選されました。

委 員 長　　松田　光也
副委員長　　渡辺　博司

　なお、予算特別委員会は、議長を
除く全議員で構成されています。
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　平成27年度第４回臨時会が開催され、原案のとおり可決されました。また、平成27年度第5回定例
会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

提出された議案と結果

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第30号 平成27年度天童市一般会計補正予算
（第5号）

原案可決
(全会一致)

議第3１号 平成27年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第2号）

原案可決
(全会一致)

議第32号 平成27年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第2号）

原案可決
(全会一致)

議第33号 平成27年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第2号）

原案可決
(全会一致)

議第34号 平成27年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第2号）

原案可決
(全会一致)

議第35号 平成27年度天童市水道事業会計補正
予算（第1号）

原案可決
(全会一致)

議第36号 平成27年度天童市民病院事業会計補
正予算（第1号）

原案可決
(全会一致)

議第37号 平成27年度天童市公共下水道事業会
計補正予算（第1号）

原案可決
(全会一致)

議第3８号
天童市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用に
関する条例の設定について

原案可決
(全会一致)

議第39号 天童市職員定数条例の一部改正につ
いて

原案可決
(全会一致)

議第40号
天童市一般職の職員に対する退職手
当の支給に関する条例及び議会の議
員その他非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例の一部改正について

原案可決
(全会一致)

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第29号 天童市監査委員の選任について 同　　意
(全会一致)

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第4１号 天童市市税条例等の一部改正につい
て

原案可決
(全会一致)

議第42号 天童インター産業団地造成工事請負
契約の一部変更について

原案可決
(全会一致)

議第43号 天童インター産業団地道路整備工事
請負契約の一部変更について

原案可決
(全会一致)

議第44号 天童インター産業団地排水施設整備
工事請負契約の一部変更について

原案可決
(全会一致)

議第45号
天童市市民いこいの家、天童市老人
保養センター及び天童市公衆浴場の
指定管理者の指定について

原案可決
(全会一致)

議第46号 天童市市民保養施設の指定管理者の
指定について

原案可決
(全会一致)

議第47号 天童市総合福祉センターの指定管理
者の指定について

原案可決
(全会一致)

議第4８号 天童市美術館の指定管理者の指定に
ついて

原案可決
(全会一致)

議第49号 天童市立旧東村山郡役所資料館の指
定管理者の指定について

原案可決
(全会一致)

議第50号
天童市スポーツセンター及び天童市
農業者トレーニングセンターの指定
管理者の指定につて

原案可決
(全会一致)

議第5１号 天童市観光情報センターの指定管理
者の指定について

原案可決
(全会一致)

議第52号 天童市駐車場の指定管理者の指定に
ついて

原案可決
(全会一致)

議第53号 天童市市民プラザの指定管理者の指
定について

原案可決
（全会一致）

議第54号 平成27年度天童市一般会計補正予算
（第6号）

原案可決
（全会一致）

第５回定例会（12月4日～ 12月18日）〈市長提出議案〉

第４回臨時会（10月7日～ 10月13日）〈市長提出議案〉

議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

1 2 ３ 4 5 6 ７ ８ 9 １0 １１ １2 １3 １4 １5 １6 １7 １８ １9 20 2１ 22
熊
澤
光
吏

笹
原
隆
義

三
宅
和
広

遠
藤
喜
昭

佐
藤
俊
弥

渡
辺
博
司

武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

山
口
桂
子

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

伊
藤
護
國

水
戸　
保

伊
藤
和
子

鈴
木
照
一

清清政清政政清清清清市政清市政政清共清清共議　
長請陳第3号 ＴＰＰ交渉「大筋合意」は撤回し、調

印・批准しないことを求める請願 ××××××××××○××××××○××○

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）

※　○＝賛成　×＝反対　議長は採決に加わらない。
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団

東
根
市
外
二
市
一
町

共
立
衛
生
処
理
組
合

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

　
平
成
27
年
１１
月
30
日
に
組
合
議

会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
の

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定
し
た
。

　
負
担
金
は
、
均
等
割
、
施
設
規

模
割
、
し
尿
処
理
量
割
（
平
成
26

年
度
実
績
）
、
ご
み
処
理
総
量
割

（
平
成
26
年
度
実
績
）
、
証
紙
事

業
（
ご
み
袋
代
等
）
な
ど
で
決
定

す
る
。

市町名 平成27年度 平成26年度 前年度比

天童市 323,250 326,563 99.0

東根市 270,636 27８,044 97.3

村山市 １42,575 １40,770 １0１.3

河北町 １22,279 １20,１9１ １0１.7

合　計 ８5８,740 ８65,56８ 99.2

平成27年度構成市町負担金確定額
（単位：千円、％）
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　前回（平成27年5月に開催）の議会報告・意見交換会において、市民の皆様から出された市政に関
する意見・要望等については、アンケートに記載されていた項目も含めて、全て市長に文書で伝えま
した。その中で、各常任委員会で調査した項目については、次のとおりです。次回、２月16日開催予
定の議会報告・意見交換会でも報告します。

市政に関する意見・要望等 調査した結果

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　西沼田遺跡公園の復元建物のかやぶき屋
根が壊れてきている。直してもらいたい。

　西沼田遺跡公園は、平成20年にオープンしたが、その中にある復元建物に
ついては、平成１7・１８年に建設したことから、約１0年が経過している。平成
25年ごろから茅葺屋根の茅が少しずつはがれてきており、雨漏りはしていな
いが見栄えが悪くなってきているため、修繕を考えていたが、ほかにも修繕
が必要な箇所があったことから、今年度は、安全重視の観点から、木橋の修
繕工事と駐車場の排水溝のふたの設置工事を実施した。なお、茅葺屋根につ
いては、平成2８年度以降、主屋から順次改修を行っていく予定である。

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

　天童北部地区では７カ所でいきいきサロ
ンを実施している。事業の実施にあたって
は、社会福祉協議会より毎年助成金をいた
だいているが年々助成金が少なくなってい
る。個人からも負担していただいているが
高齢者が増えており厳しい運営となってい
る。足りないところは、町内会で負担して
いる状況なので助成金の拡充をお願いした
い。

　本事業は社会福祉協議会に委託して実施しており、実施要領に基づいて、
サロンの発足年数に応じて助成金を交付している。
　現在、国からは団塊の世代が75歳を迎える2025年を目途として地域包括ケ
アシステムの構築が求められている。地域包括ケアシステム構築においては、
重度の要介護状態となっても住み慣れた地域で最後まで暮らすことが出来る
居場所づくりが重要であるとされており、いきいきサロンはその居場所とし
て大きな役割を果たすものと考えている。
　このようなことから、いきいきサロンの充実を図る必要があり、助成額に
ついても併せて検討していきたい。

　寺津児童クラブは今年建築されているが
遊び場がない。100坪くらい用地を増やし
て野外運動場の整備を要望しているが聞き
入れてもらえない。

　放課後児童クラブの整備については、平成２５年度から計画的に行っており、
新たな用地を取得せず学校敷地や公民館敷地を活用しての整備を基本として
進めている。
　また、整備にあたっては、遊び場の整備を前提としていない。これまで津
山児童クラブをはじめ、同様の考え方で整備を進めてきており、寺津児童ク
ラブについても同様に整備するものである。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　天童南駅の駐輪場に一刻も早く屋根を設置
して欲しい。また、駐停車スペースもなく、
用地を確保して整備すると聞いているが、本
当にできるのか。明確な回答が欲しい。

　駐輪場は、駅舎北側に100台分の屋根付き駐輪場が完成した。また、来年
度以降に駅舎南側にも同規模の駐輪場の整備を予定している。駅前広場は、
現在、用地交渉中であり、平成２８年度事業として整備したい。

　ラ・フランスセンターの北側市道ができて
から、田畑に水が出てきて困っている。駅西
地区も同じだが、土地改良区か市で責任を
持って整備してもらいたい。

　駅西市街地との境界部に設置した暗渠は効果があったが、市道山形矢野目
線沿いの湧水については量が多く、暗渠では効果が期待できない。道路がで
きてから、道路法面からの湧水とのことであるが、その原因の調査を進めた
い。

　東北中央自動車道や山形自動車道の月山部
分などの高速道路はいつ開通するのか。

　東北中央自動車道及び山形自動車道の高速道路では、未整備区間で途中で
途切れている区間が県内に８カ所ある。このうち東北中央道の秋田県境区間、
山形道の月山区間が未だに事業化されておらず、早期の事業化を国に要望し
ているが、全開通までは見通せない状況である。残り6カ所は、現在事業を
行っているが、供用開始年度が発表されていない箇所もある。
　平成２９年度は、福島～米沢北及び大石田～尾花沢が、平成３0年度には、南
陽～上山が供用開始となり、これにより福島から東根までが開通する。

　カラス対策については、市長とのまちづく
り懇談会でも必ず出る問題だが、市側の回答
の「防鳥ネットによる自己防衛策の推進」は
既にやっており、回答に不満を強く感じてい
る。
　「鳥獣被害対策実施隊による駆除」と記載
されているが、どのような内容なのか。

　鳥獣被害対策実施隊は、平成２６年4月1日に市の担当職員と猟友会員を隊員と
して発足した。鳥獣による農作物の被害防止を目的として、有害鳥獣の捕獲、追
払い、被害調査等を行っている。
　平成２７年度は、銃器によるカラス駆除を干布・荒谷地区では4回実施したとこ
ろである。
　カラスに対しては、市街地でも被害が訴えられており、追払いは別の地区への
被害となり、いたちごっことなってしまう。また、糞害に対しても清掃を行うし
かない。全国の市町村でカラス対策に取り組んでいるが、どんな方法が効果的な
のかを調査研究している状況である。

　地方の人口減少問題について提案したい。
①周辺地域の人口減少対策として、工業団地
以外に、荒谷地区に住宅団地を造ることを考
えられないか。
②農地に住宅を建てることは問題であるのだ
ろうが、優良田園住宅認定制度を活用して人
口増加を図ることはできないか。

　人口減少問題は地方創生の根幹であり、市全体の問題でもある。
　荒谷地区における住宅団地・優良田園住宅の要請に対しては、市が主体で市街
化調整区域での開発を積極的に進めることはできないが、民間開発事業者等と地
域が連携し、優良田園住宅認定制度等を活用した住宅団地開発を行うことは可能
である。他に県住宅供給公社による開発もあり、市として働きかけていく。議会
としても、雇用と住宅の確保は人口減少問題の根幹なので、議論を尽くしていく。

議会報告・意見交換会の検討結果について特集
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◦
こ
こ
数
年
は
大
雪
が
続
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
雪
の
無
い
正

月
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
建
勲
神
社
の
元
旦
早
朝
の

初
詣
に
は
今
ま
で
に
な
い
長
い

列
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

◦
天
童
高
原
で
は
雪
不
足
に
悩

ま
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
年
末
年

始
の
客
数
が
少
な
く
、
ス
キ
ー

教
室
等
の
行
事
を
延
期
し
た
も

の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

◦
昨
年
１2
月
に
は
、
改
選
後
初

の
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
新
人

議
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

様
々
な
発
言
を
し
ま
し
た
。

◦
今
号
か
ら
一
般
質
問
の
顔
写

真
を
本
会
議
場
の
本
番
の
も
の

を
掲
載
し
、
若
干
大
き
く
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
本
会
議
場
の

臨
場
感
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

《
広
報
委
員
会
》

　
　
委
員
長　
伊
藤　
和
子

　
　
副
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
　
委

員　
佐
藤　
俊
弥

　
　

〃
　
遠
藤　
喜
昭

　
　

〃
　
三
宅　
和
広

　
　

〃
　
笹
原　
隆
義

　
　

〃
　
熊
澤　
光
吏

３月定例会の日程 （予定）
２月29日(月) 本会議（初日）
３月２日(水) 予算特別委員会
　　３日(木) 本会議
　　4日(金) 本会議（一般質問）
　　７日(月) 本会議（一般質問）
　　８日(火) 常任委員会
　　9日(水) 常任委員会
　　10日(木) 常任委員会
　　11日(金) 予算特別委員会
　　14日(月) 予算特別委員会
　　15日(火) 予算特別委員会
　　17日(木) 予算特別委員会
　　18日(金) 予算特別委員会
　　23日(水) 本会議（最終日）
※請願の締め切りは、 ２月19日(金)
　正午までの予定です。
※日程は変更になる場合がありま

す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

　
私
が
居
住
す
る
地
区
か
ら
当

選
さ
れ
た
若
手
議
員
の
質
疑
傍

聴
の
噂
が
流
布
し
ま
し
た
。
小

学
校
設
立
と
同
時
に
転
居
し
て

き
ま
し
た
が
、
市
議
会
議
員
選

挙
に
“
卒
業
生
の
立
候
補
だ
っ

て
”
の
噂
に
期
待
が
広
ま
っ
た

よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
、

連
日
勤
勉
に
夕
方
の
街

頭
連
呼
は
、
昔
は
父
兄
、

今
は
老
人
た
ち
に
期
待

の
種
火
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
私
も
昔
は
父
兄
。

老
爺
心
が
湧
立
ち
、
初

め
て
の
市
議
会
傍
聴
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
幾
人
か
の
元
父
兄
と
出
く
わ

し
ま
し
た
が
、
“
暇
な
年
金
受

給
者
の
暇
潰
し
”
の
引
け
目
を

覚
え
な
が
ら
、
満
席
の
傍
聴
席

を
確
保
し
ま
し
た
。
２
階
か
ら

の
議
会
の
眺
め
は
、
議
長
を
中

心
に
左
右
に
市
役
職
者
の
面
々

と
対
面
し
て
い
ま
す
。
傍
聴
席

か
ら
見
え
る
選
出
さ
れ
た
議
員

は
後
頭
部
ば
か
り
。
禿
げ
あ

が
っ
た
傍
聴
席
と
比
べ
る
と
、

若
さ
と
意
欲
の
房
々
た
る
頭
髪

の
議
員
た
ち
。

　
厳
粛
な
雰
囲
気
で
議
会
が
開

会
。
若
手
議
員
の
溌
剌
と
し
た

質
疑
か
ら
始
ま
り
、
弁わ

き
ま

え
た
言

葉
遣
い
で
明
朗
な
議
員
の
質
疑

に
清
涼
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　
答
弁
す
る
市
長
は
、
次
世
代

の
市
政
を
担
う
若
手
議
員
を
育

む
か
の
よ
う
な
、
明
快

で
わ
か
り
や
す
い
心
温

ま
る
も
の
で
し
た
。
実

に
真
摯
に
議
会
が
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
は
、

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
や
人
口
減
少
の
話
題

に
及
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次

世
代
を
担
う
中
学
生
や
高
校
生

を
市
側
で
送
迎
し
て
傍
聴
席
に

招
待
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

臨
場
感
溢
れ
る
議
会
の
雰
囲
気

を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

市
政
意
識
の
高
揚
と
ふ
る
さ
と

定
住
の
策
と
し
て
は
と
、
倉
津

川
沿
い
の
堅
い
し
だ
れ
桜
の
蕾

を
見
上
げ
ま
し
た
。

小室雅明（68歳・長岡北）

初めての
市議会傍聴

編
集
後
記

　今定例会で審査された請願・陳情は1件で、所管常任委員会
で審査した後、本会議で採決が行われました。結果は次のよう
になりました。

　市議会の会議録は、図書館と市立公民館に備えてあります。
一般質問に対する市長や教育長等の答弁のほか、予算・決算特
別委員会における質疑と答弁が全て記載されています。ぜひ、
ご覧ください。また、天童市議会のホームページにも掲載して
います。

請願・陳情の結果

会議録をご覧ください

件　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結　果

ＴＰＰ交渉「大筋合意」
は撤回し、調印・批准し
ないことを求める請願

天童市農民組合
組合長　太田　正良

経済
建設

不採択
（賛成少数）
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熊澤　光吏

佐藤　俊弥

赤塚幸一郎

山崎　　諭

水戸　　保

津山公民館

１班

三宅　和広
武田　正二
村山　俊雄
後藤　和信
石垣　昭一

天童北部
公民館

２班

　議会の活動状況や議会で特に議論になった話題などについて報告するとともに、地域の
課題について意見交換を行います。昨年の議員改選により新体制となり、今回は中学校区
ごと４会場での同時開催となります。
　お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

議会報告・意見交換会
みなさんの声をお聞かせください。

遠藤　喜昭
渡辺　博司
遠藤　敬知
松田　光也
山口　桂子
伊藤　和子

長岡公民館

３班

笹原　隆義
水戸　芳美
狩野　佳和
結城　義巳
伊藤　護國

天童中部
公民館

４班
２月16日(火）
午後7時から


